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 この報告書は、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」（第２６条）の

規定に基づき、令和２年度の教育委員会の権限に属する事務の管理と執行の状

況について、学識経験者の知見を活用して点検及び評価を行うとともに、併せ

て令和３年度の教育委員会の権限に属する事務の管理と執行の状況の中間実績

について、点検及び評価を行い、作成・公表するものです。 
 

○地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抄） 
 
（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により

教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第３項の規定に

より事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況に

ついて点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提

出するとともに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験

を有する者の知見の活用を図るものとする。 
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第１章 点検及び評価の概要 

 
 
１ 点検及び評価の対象 

 
教育委員会の事業は年度単位で執行されているため、教育委員会の点検及び

評価は次年度に入ってから行うこととしています。 
本年度の点検及び評価は、「令和２年度当別町教育推進計画」及び「令和３年度当

別町教育推進計画」の重点的取組に位置付けされた施策を点検項目として選定

しました。 

 
 
２ 点検及び評価の内容 

 
教育委員会会議の開催状況、審議案件など教育委員会の活動状況を明らかに

するとともに、当別町教育予算の概要の重点施策に位置付けされた施策・事業

等の点検及び評価については、個別に取組状況を点検し、成果と課題を踏ま

え今後の方向性を明らかにしています。 
 また、教育委員会の活動状況や施策・事業等の点検及び評価の客観性を確保

するとともに、今後の取組に反映させるため、教育に関し学識経験を有する方

から点検及び評価に関する意見や助言をいただきました。 

 

 
３ 点検及び評価の公表 

 
点検及び評価の結果をまとめた報告書を当別町議会に提出するとともに、

町民に広く公表します。 
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第２章 教育委員会の活動状況 

 
１ 教育委員会会議の開催状況 
 

教育委員会の会議は、地方教育行政法及び当別町教育委員会会議規則に基づき、

教育長と４人の教育委員が主要な教育施策の策定、変更及び実施に関すること、教育

委員会規則等の制定、教育に関する様々な課題について審議しています。 

それぞれの会議においては、事務局から付議案件の提案説明や報告事項等につい

て説明が行われた後、教育長と教育委員による慎重な審議を経て、決定、了解、承認さ

れてきたところです。 

さらに、会議以外においては、現場の状況を把握したうえでの審議が行われるよう、

学校や教育関係施設の視察、各種行事への参加を行っております。 

今日の教育を取り巻く課題は、複雑・多様化しており、今後においても諸課題

等に対応した施策の推進に向けて、引き続き十分な審議を行い、地域教育の更なる

充実のため、町民の積極的な参画と協働の下、多様で質の高い教育行政を積極的に

推進していく必要があります。 

 
  会議の開催状況 

教育委員会会議については、当別町教育委員会会議規則第４条第１項の規定に基づ

き毎月定例会を開催し、また、同条第２項の規定に基づき必要に応じて臨時会を開

催しています。 
令和２年度については、下記のとおり合計１３回の会議が開催されたところで

す。 

① 定例会  １２回（毎月） 

② 臨時会   １回（３月） 

令和３年度９月末日までについては、定例会が６回開催されています。 
なお、会議以外に事務局との研修会も随時実施しています。 

 
  会議の審議案件 

教育委員会会議での審議事項については、当別町教育委員会事務委任規則第１条

の規定に基づき審議しています。 

また、同規則に規定されていない事務局報告事項についても、質疑応答を行って

います。 
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令和２年度については、下記のとおり審議及び報告が行われたところです。 

① 当別町教育委員会事務委任規則第１条に基づく審議事項 

・議決案件４１件 ・協議案件２４件 ・報告案件５０件 

② 事務局報告事項８４件 

③ 付議案件一覧 

日 程 付  議  案  件 

R2.4.22 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（報 告） 

・当別町教育・保育施設補助金交付規則の一部を改正する規則制定について 

・当別町保育士等就労支援給付金交付規則制定について 

・臨時代理の報告について 

（当別町教育委員会行政組織規則の一部を改正する規則制定について） 

・臨時代理の報告について 

（当別町私立幼稚園就園奨励費補助金交付要綱の廃止について） 

・臨時代理の報告について 

（当別町私立幼稚園特別支援教育費補助金交付要綱の一部改正について） 

・臨時代理の報告について 

（教育委員会事務局職員の人事異動について） 

・臨時代理の報告について 

（当別町教育支援委員会委員の解職について） 

・臨時代理の報告について 

（当別町学校給食センター運営委員会委員の解職について） 

・臨時代理の報告について 

（当別町要保護児童対策地域協議会委員の解職について） 

・臨時代理の報告について 

（当別町要保護児童対策地域協議会委員の委嘱について） 

・臨時代理の報告について 

（当別町子ども・子育て会議委員の解職について） 

・臨時代理の報告について 

（当別町子ども・子育て会議委員の委嘱について） 

・臨時代理の報告について 

（当別町社会教育委員会委員の解職について） 

・臨時代理の報告について 

（当別町社会教育委員会委員の委嘱について） 

（議 案） 

・当別町立学校修学旅行実施基準の一部を改正する訓令の制定について 

・第１地区教科用図書採択教育委員会協議会委員の選任について 

・当別町スポーツ推進委員会委員の委嘱について 

・当別町教育支援委員会委員の委嘱について 

・当別町学校給食センター運営委員会委員の委嘱について 

 

（次ページへ続く） 
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日 程 付  議  案  件 

 ・当別町いじめ問題調査委員会委員の委嘱について 

・当別町立当別小学校・当別中学校区域学校運営協議会委員の委嘱について 

・当別町立西当別小学校・西当別中学校区域学校運営協議会委員の委嘱について 

R2.5.21 （報 告） 

・臨時代理の報告について 

（当別町社会教育委員会委員の解職について） 

・臨時代理の報告について 

（当別町社会教育委員会委員の委嘱について） 

・臨時代理の報告について 

（当別町子ども・子育て会議委員の解職について） 

・臨時代理の報告について 

（当別町子ども・子育て会議委員の委嘱について） 

・臨時代理の報告について 

（当別町要保護児童対策地域協議会委員の解職について） 

・臨時代理の報告について 

（当別町要保護児童対策地域協議会委員の委嘱について） 

・認定こども園「おとぎのくに」における公私連携協定検証報告について 

（議 案） 

・当別町要保護及び準要保護児童生徒就学援助規則の一部を改正する規則制定に

ついて 

（協議案） 

・当別町立学校設置条例の一部を改正する条例制定について 

・当別町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て

支援施設等の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定につい

て 

・当別町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改

正する条例制定について 

・当別町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一

部を改正する条例制定について 

・令和２年度６月補正予算について 

R2.6.24 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（報 告） 

・臨時代理の報告について 

（当別町子ども・子育て会議委員の解職について） 

・臨時代理の報告について 

（当別町子ども・子育て会議委員の委嘱について） 

・臨時代理の報告について 

（令和２年度６月補正予算について） 

・当別町立学校設置条例の一部を改正する条例制定について 

 

（次ページへ続く） 
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日 程 付  議  案  件 

 

・当別町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支

援施設等の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定について 

・当別町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改

正する条例制定について 

・当別町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一

部を改正する条例制定について 

・令和２年度６月補正予算について 

（議 案） 

・当別町立学校児童生徒通学区域に関する規則の一部を改正する規則制定につい

て 

・当別町教職員住宅管理規則の一部を改正する規則制定について 

・教育財産（下川町教職員住宅）の用途の廃止について 

（協議案） 

・当別町子育て世帯応援商品券支給事業実施規則制定について 

R2.7.15 （報 告） 

・臨時代理の報告について 

 （当別町立西当別小学校・西当別中学校区域学校運営協議会委員の解職について） 

・臨時代理の報告について 

 （当別町立西当別小学校・西当別中学校区域学校運営協議会委員の委嘱について） 

・当別町一体型義務教育学校建設工事（建築主体）請負契約について 

・当別町一体型義務教育学校建設工事（電気設備）請負契約について 

・当別町一体型義務教育学校建設工事（機械設備）請負契約について 

・当別町子育て世帯応援商品券支給事業実施規則制定について 

R2.8.26 （議 案） 

・令和３年度に使用する小学校用及び中学校用教科用図書並びに令和３年度使用

教科用図書のうち学校教育法附則第９条に規定する教科用図書の採択について 

（協議案） 

・令和２年度９月補正予算について 

R2.9.23 （報 告） 

・教育委員会委員の任命について 

・当別町教育系ネットワークシステム構築業務委託請負契約について 

・当別町教育系ネットワークシステム端末購入契約について 

・令和２年度９月補正予算について 

（議 案） 

・当別町立当別小学校・当別中学校区域学校運営協議会委員の委嘱について 

（協議案） 

・当別町教育・保育施設補助金交付規則の一部を改正する規則制定について 

・当別町保育従事者等臨時慰労金給付規則制定について 

・当別町図書館に関する陳情書について 
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日 程 付  議  案  件 

R2.10.21 （報 告） 

・当別町教育・保育施設補助金交付規則の一部を改正する規則制定について 

・当別町保育従事者等臨時慰労金給付規則制定について 

（協議案） 

・とうべつ学園校章の選定について 

（議 案） 

・とうべつ学園校章の決定について（追加議案） 

R2.11.20 （報 告） 

・校務系ネットワークシステム構築業務委託請負契約について 

（議 案） 

・教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価について 

（協議案） 

・当別町子ども・子育て会議委員の解職について 

・当別町子ども・子育て会議委員の委嘱ついて 

・当別町要保護児童対策地域協議会委員の解職について 

・当別町要保護児童対策地域協議会委員の委嘱について 

・とうべつ学園校名ロゴタイプの選定について 

・令和２年度１２月補正予算について 

（議 案） 

・とうべつ学園校名ロゴタイプの決定について（追加議案） 

R2.12.18 （報 告） 

・令和２年度１２月補正予算について 

（議 案） 

・当別町教育委員会公印規則の一部を改正する規則制定について 

・教育委員会事務局職員の人事異動について 

・当別町学校給食センター運営委員会委員の解職について 

・当別町学校給食センター運営委員会委員の委嘱について 

（協議案） 

・とうべつ学園校章の選定について 

（議 案） 

・とうべつ学園校章の決定について（追加議案） 

R3.1.20 

 

（報 告） 

・臨時代理の報告について 

（教育委員会事務局職員の人事異動について） 

（議 案） 

・令和２年度教育委員会表彰の被表彰者の選考及び決定について 

R3.2.17 

 

 

 

（報 告） 

・臨時代理の報告について 

（令和２年度補正予算について） 

（次のページへ続く） 
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日程 付  議  案  件 

 （議 案） 

・当別町学習用情報機器貸出規則制定について 

・当別町家庭学習用通信機器貸出規則制定について 

・当別町臨時休業対策昼食支援金支給要綱制定について 

（協議案） 

・令和２年度３月補正予算について 

・令和３年度教育予算編成の概要について 

・令和３年度当初予算について 

・当別町学校給食センター条例の一部を改正する条例制定について 

R3.3.4 

（臨時会） 

（議 案） 

・教職員の人事異動内申について 

R3.3.24 （報 告） 

・令和２年度３月補正予算について 

・令和３年度当初予算について 

・当別町学校給食センター条例の一部を改正する条例制定について 

・当別町子どもの読書活動推進計画（第３次計画）について 

・令和３年度当別町社会教育推進計画について 

（議 案） 

・教育委員会事務局職員の人事異動について 

・教育財産（下川町教職員住宅）の用途の廃止について 

・当別町教職員住宅管理規則の一部を改正する規則制定について 

・当別町学校給食センター条例施行規則の一部を改正する規則制定について 

・当別町要保護及び準要保護児童生徒就学援助規則の一部を改正する規則制定について 

・当別町古文書等の保存及び利用に関する規則制定について 

・当別町学校給食センター職員の勤務に関する規程の一部を改正する訓令制定について 

・当別町学校給食事務取扱要綱の一部を改正する訓令制定について 

・当別町学校給食用物資購入事務取扱要領を廃止する訓令制定について 

・当別町学校給食費預貯金口座振替納付事務取扱要領制定について 

・当別町義務教育学校開校準備委員会設置要綱の一部を改正する訓令制定について 

・当別町小中一貫教育推進委員会設置要綱制定について 

・成年年齢引き下げに係る成人式の取り扱いについて 

・当別町学校支援地域本部運営委員会設置要綱の一部を改正する訓令制定について 

（協議案） 

・当別町保育支援者配置事業補助金交付規則制定について 

・当別町子育て短期支援事業実施要綱制定について 
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令和３年度９月末日までについては、下記のとおり審議及び報告が行われたとこ

ろです。 

① 当別町教育委員会事務委任規則第１条に基づく審議事項 

・議決案件９件 ・協議案件７件 ・報告案件１８件 

② 事務局報告事項５１件 

③ 付議案件一覧 

 

日 程 付  議  案  件 

R3.4.21 （報 告） 

・当別町保育支援者配置事業補助金交付規則制定について 

・当別町子育て短期支援事業実施要綱制定について 

・臨時代理の報告について 

（当別町教育委員会行政組織規則の一部を改正する規則制定について） 

・臨時代理の報告について 

（教育委員会事務局職員の人事異動について） 

・臨時代理の報告について 

（当別町教育支援委員会委員の解職について） 

・臨時代理の報告について 

（当別町要保護児童対策地域協議会委員の委嘱について） 

・臨時代理の報告について 

（当別町立西当別小学校・西当別中学校区域学校運営協議会委員の解職について） 

・臨時代理の報告について 

（当別町立西当別小学校・西当別中学校区域学校運営協議会委員の委嘱について） 

（議 案） 

・当別町義務教育学校教育課程編成委員会設置要綱を廃止する訓令制定について 

・当別町一貫教育推進委員会設置要綱制定について 

・第１地区教科用図書採択教育委員会協議会委員の選任について 

・当別町社会教育委員会委員の委嘱について 

・当別町教育支援委員会委員の委嘱について 

R3.5.19 （報 告） 

・臨時代理の報告について 

（当別町要保護児童対策地域協議会委員の委嘱について） 

（協議案） 

・令和３年度６月補正予算について 

・当別町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援

施設等の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定について 

・当別町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改

正する条例制定について 

・当別町教育・保育施設補助金交付規則の一部を改正する規則制定について 
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日 程 付  議  案  件 

R3.6.25 （報 告） 

・令和３年度６月補正予算について 

・当別町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支

援施設等の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定について 

・当別町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改

正する条例制定について 

・当別町一体型義務教育学校建設工事（外構工事）請負契約について 

（議 案） 

・当別町立当別小学校・当別中学校区域学校運営協議会委員の委嘱について 

R3.7.21 （報 告） 

・臨時代理の報告について 

（当別町スポーツ推進委員会委員の解職について） 

（議 案） 

・当別町立学校管理規則の一部を改正する規則制定について 

R3.8.18 （報 告） 

・当別町教育・保育施設補助金交付規則の一部を改正する規則制定について 

（議 案） 

・令和４年度に使用する小学校用、中学校用及び義務教育学校用教科用図書並び

に令和４年度使用教科用図書のうち学校教育法附則第９条に規定する教科用図書

の採択について 

（協議案） 

・令和３年度９月補正予算について 

R3.9.29 （報 告） 

・臨時代理の報告について 

（令和３年度９月補正予算（追加分）について） 

・教育委員会委員の任命について 

・令和３年度９月補正予算について 

（議 案） 

・令和３年度全国学力・学習状況調査「北海道版結果報告書」への当別町の結果

掲載について 

（協議案） 

・当別町子ども・子育て会議委員の委嘱について 

・とうべつ学園校旗の選定について 
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２ 教育委員会会議以外の主な活動状況 

令和２年度の活動状況については、下記のとおりです。 

 開催日 会議名等 
会議等 令和２年１１月１６日 令和２年度市町村教育委員会新任委員研修会（オンライン） 

令和２年１１月１７日 令和２年度市町村教育委員会オンライン協議会（オンライン） 
研修等 令和２年 ６月２４日 教育委員会研修会 

（当別町図書館に関する陳情書の取り扱いについて） 

（当別町議会臨時会の開催について） 

令和２年 ８月２６日 教育委員会研修会 
（図書館陳情に対する回答、成人式について） 

令和２年 ９月２３日 教育委員会研修会 
（ＧＩＧＡスクールについて） 

令和２年１０月２１日 教育委員会研修会 

（令和３年度新規・拡大事業等予算について） 
（点検・評価について「令和元年度実績並びに令和２年度中

間実績」） 

令和２年１２月１８日 教育委員会研修会 

（令和３年度新規・拡大事業等予算について） 
（令和３年度当別町教育推進計画について） 

令和３年 ２月１７日 教育委員会研修会 
（当別町子どもの読書活動推進計画について） 

 
 

令和３年度９月末までの活動状況については、下記のとおりです。 

（※は教育長のみが出席） 
 開催日 会議名等 
会議等 令和３年 ４月２３日 ※石狩管内教育委員会協議会総会及び各部会（オンライン） 

令和３年 ７月１３日 ※令和３年度石狩管内地域いじめ問題等対策連絡協議会第１回

会議（オンライン） 

令和３年 ８月２７日 ※全道市町村教育委員会教育長会議（オンライン） 
令和３年 ９月 ２日 令和３年度市町村教育委員会オンライン協議会（オンライン） 

研修等 令和３年 ４月１４日 教育委員会研修会 

（子育て世帯向け公共賃貸住宅「COCOTTO」内覧について） 
（当別町小中一貫教育推進委員会設置要綱制定について） 

令和３年 ４月２１日 教育委員会研修会 

（教育委員会組織図） 

（令和３年度児童生徒数及び学級数等について） 
（成人式について） 

令和３年 ６月２５日 教育委員会研修会 

（「とうべつ学園」工事現場視察） 

令和３年 ８月３１日 教育委員会研修会 
（令和３年度全国学力学習状況調査結果） 
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第３章 当別町教育推進計画重点的取組の点検及び評価 

１ 重点的取組 

分  野 年度 重 点 的 取 組 頁 

 
 

学校教育分野 

R2 
① 確かな学力の育成（知） 
② 豊かな心の育成（徳） 

③ 健やかな体の育成（体） 

12 

R3 
① 確かな学力の育成（知） 
② 豊かな心の育成（徳） 

③ 健やかな体の育成（体） 

19 

 

社会教育分野 

R2 
① 多彩な生涯学習プログラムの展開 
② 三課横断「児童生徒、学校及び家庭支援」 

③ 読書活動の推進 
43 

R3 ① 新たな生涯学習プログラムの展開 
② 地域学校協働本部事業による児童生徒、学校支援 

49 

 

子育て支援・幼児教育分野 
R2 

① 子育て支援の充実と幼児教育・保育の充実 

② 社会全体で子どもを守る体制の構築 
63 

R3 ① 子育て支援の充実 

② 幼児教育・保育の充実 
66 
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【学校教育分野】 
 

令和２年度の点検及び最終評価 P １２～ 

令和３年度の点検及び中間評価 P １９～ 

資  料           P ２４～ 



 

点検項目 確かな学力の育成（知） 

２年度 

達成目標 

【達成指標】 

全国学力・学習状況調査や各検査結果全国平均以上 

具体的 

取組 

１ 一貫した教育課程の編成及び小学校新学習指導要領の完全実施 

２ 小学校教科担任制の試行（一貫教育推進講師等の活用） 

３ 授業改善 

  「主体的・対話的で深い学び」の視点を取り入れた授業実施 

  小学校授業改善推進チーム（チーム J）の成果活用と中学校への波及 

  学習規律の徹底 

  一貫教育推進講師の配置（英語、算数・数学、各２名） 

  小学校教科外国語全授業 ALT 配置 

（小学２名配置 865 時間 中学１名配置、108 時間） 

４ 三課横断「学力向上対策」（放課後学習会、土曜教室、土曜学習会、プレイハウス） 

 中間評価 最終評価 

目標の 

達成状況 
達成に向けて進展があった 達成に向けて相当な進展があった 

自己評価 

【進捗状況】 

１-  小中学校が連携協働し、教育課程の

編成を行った。 

 

 

 

１-  新型コロナウイルスの影響による

２か月のブランクを回復するため、分散

登校の実施や長期休業の短縮、行事の精

選など学校への指導助言を行っている。 

 

 

 

 

 

２ 小中学校教員からなる「教科担任制ワ

ーキンググループ」（各校の管理職または

教務）を組織し、当別・西当別両地区の 

実態を考慮しながら、令和３年度からの 

実現に向け、具体策について検討を進め

ている。 

【成果】 

１-  教育課程編成委員会で令和４年度

実施の「とうべつ未来学」の学習内容を

まとめ、各校に示した。令和３年度より

試行する。 

  

１-  臨時休校に係る授業時数の回復に

ついては、長期休業の短縮、行事の精選

などにより、標準授業時数を概ね確保す

ることができた。 

小学校新学習指導要領実施１年目とい

う大事な年であったが、英語や授業改善

の先取りもあり、完全実施することがで

きた。 

 

２ 来年度は英語及び理科加配を活用した

教科担任制を実施することとした。 
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 中間評価 最終評価 

自己評価 

３-  各校の研修部が中心となって授業

改善を進めている。校内研修には学校教

育指導主事が出向いて指導助言を行い、

改善を図っている。 

また、新型コロナウイルス対応を教訓

に、臨時休校時においても「学びを止め

ない」ための授業の在り方について、各

校において実証実験を始めている。 

 

３-   授業改善推進チームの取り組み

を３年にわたり行ってきた。その結果と

して、授業の質の向上や学習規律の定着

を図ることができ、成績の向上にもつな

がった。小学校のみならず、中学校にも

その成果が波及させることができてい

る。 

 

通信「紡」発行数：平成 30 年度 98 号 

令和元年度  72 号 

 

３-   一貫教育推進講師（算数・数学 

２名、外国語２名）を各校に配置し、小・

中学校間の接続を意識したティーム・テ

ィーチング教育を推進した。 

また、ＡＬＴ３名、外国語専科教員２

名を配置し、９年を見通した外国語教育 

の推進を図った。 

 

 

  

 

 

 

４ 社会教育課と連携し、放課後学習会や

土曜教室、土曜学習会、当別町インター 

ナショナルクラブなど、児童生徒の学力 

 向上支援を実施している。子ども未来課 

 との連携により、臨時休校時においても 

３-    授業改善（主体的・対話的で深

い学び）のための校内研修を複数回実施

し、改善につなげた。 

また、ＧＩＧＡスクール構想で整備し

た一人一台端末を配置することができ

た。 

 

通信「紡」発行数：令和２年度  37 号   

   

※ 授業改善推進チームが推奨した「ピ

クトグラム（意味するものの形状を使

って、その意味や概念を理解させる記

号）」や「振り返りの視点」を取り入れ

た理科学習指導案【資料１】 

 

 

 

 

 

 

３-   １１月に中学生を対象に実施し

た英検ＩＢＡにおいて、英検３級相当以

上の中学３年生が、文部科学省が目標と

する 50％を大きく超え、68.3％(前年度

比＋5.2％)と非常に高い割合となった。

これまでの英語教育、特に小学校の外国

語活動・外国語の先行実施、一貫教育推

進講師及びＡＬＴを有効に活用した成果

と評価する。 

 （ＡＬＴの派遣時間） 

  ・小学校 延べ 781 時間 

・中学校 延べ 62 時間 

 

４ 新型コロナウイルス感染症（以下「新

型コロナ」という）の影響により、各学 

習会の実施回数が減となったが、可能な

範囲で実施し、児童生徒の学力向上を支

援することができた。 
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 中間評価 最終評価 

 

 プレイハウスを開設することができた。 

 

（実施状況） 

・放課後学習会 103 日 1,490 名 

（小学校 56 日、中学校 47 日） 

・土曜教室  2 日 30 名 

・土曜学習会 6 日 18 名 

・イングリッシュ・プロジェクト 

4 日 32 名 

今後の 

方向性 

 「継続して進める」 

 確かな学力の育成は永遠の課題であるの

で、令和２年度の施策をベースに引き続き 

取り組みを進めていく。 

担当係 学校教育係、一貫教育係 
学校教育係、一貫教育係、 

生涯学習係、子育てサポート係 
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点検項目 豊かな心の育成（徳） 

２年度 

達成目標 

【達成指標】 

いじめゼロ 

具体的 

取組 

１ 教科道徳の円滑な実施 

２ 一貫した生徒指導の推進 

  児童生徒の小・中学校間の共通理解 

  小中合同事業の開催（児童会や生徒会共催、ボランティア活動、芸術鑑賞等） 

３ 読書活動推進（学校図書館の活用） 

４ 三課横断「心の育成事業」（通学合宿、合同道徳、プレハウス、多世代交流事業、文

化祭等） 

 中間評価 最終評価 

目標の 

達成状況 
達成に向けて一定の進展があった 達成に向けて一定の進展があった 

自己評価 

【進捗状況】 

１ ２か月のブランクはあるが、教育課程

全体を通して、児童生徒の人間性・社会

性を育み、「心」を育てる教育ができた。

特に、各校では「考え、議論する道徳」

を目指し、コロナ禍における弱者への思

いやり、医療従事者への感謝などを取り

上げた。また西当別中学校では、校内研

究教科を道徳に設定し、今後成果を町内

各校に還元する。 

 

２-  小中学校間で常に情報共有を行っ

ている。特に３月から４月は、小６担任

から新年度中１担任予定教諭への詳細な

引継ぎが行われ、クラス編成やその後の

生徒指導に役立てている。 

 

２-  今年度前半は新型コロナウイルス

の影響もあり、合同事業の実施はできて

いないが、今後状況を見ながら適宜、実

施に向けた検討を行っていく。 

 

 

 

３ コロナ禍であったが、町立図書館司書

を中心に、学校図書の貸し出しを実施し、 

児童生徒の読書習慣を低下させないよう 

【成果】 

１ 各校においては、全教職員による日常

の見守りや定期的な「いじめアンケー

ト」、ネットパトロールなどにより、いじ 

めにつながる小さな変化を見逃さない取

り組みができた。 

  西当別中学校の校内研究「道徳」は、

当別町学校教育研究推進協議会を通じて

各校に情報提供された。 

  

  

２-  ５月以降は特に課題の見られる児

童生徒を中心に情報交換を行い、指導に

役立てている。 

 

 

 

２-   新型コロナの影響により、芸術鑑

賞は実施できなかった。今後はオンライ

ンを活用するなど開催方法を検討する。  

その他の行事は、時間短縮や参加人数

を減らすなど形を変えながらの実施とな

ったが、目的を達成することができた。 

 

３ 学校再開後、図書を借りるための行列

ができた学校もあったと報告を受けてい 

る。一斉休校中の指導の成果と受け止め、 
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 中間評価 最終評価 

 

努めた。 

 

４ 今年度前半は新型コロナウイルスの影

響もあり、多くの事業が実施できていな

いが、今後状況を見ながら、実施に向け

た検討を行っていく。各学校では、道教

委派遣のスクールカウンセラーによる相

談を実施し、コロナ禍における児童生徒

の「心のケア」に努めている。 

引き続き読書指導を続けていく。 

 

４ 北海道いじめ問題対策連絡協議会主催

による「いじめ撲滅標語プロジェクト～

絆メッセージ」に４校で取り組み、いじ

め未然防止の誓いを全児童生徒、教員が

新たにした。 

（管内審査結果） 

   小学校の部 奨励賞 １名 

   中学校の部 奨励賞 １名 

また、北海道教育委員会による「いじ

めアンケート」の調査結果、令和２年度

末では「いじめゼロ」であった。 

  なお、道教委派遣のスクールカウンセ

ラー（２名）による相談は、後期も引き

続き行った。（各学校合計 年間派遣回数 

38 回、相談件数 127 件） 

 

今後の 

方向性 

 

 

「継続して進める」 

担当係 学校教育係、一貫教育係 
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点検項目 健やかな体の育成（体） 

２年度 

達成目標 

【達成指標】 

全国体力調査、体力総合得点全国平均以上 

取組の 

概要 

１ 一貫した体力向上プラン 

２ 高等教育機関との連携 

   北海道医療大学との連携（歯科検診、フッ化物洗口、がん予防教育、ピロリ菌検査） 

   日本体育大学との連携 

３ 安全安心な給食の提供 

   当別高校と連携したメニュー開発 

   地場産食材の活用 

 中間評価 最終評価 

目標の 

達成状況 
達成に向けて進展があった 達成に向けて一定の進展があった 

自己評価 

【進捗状況】 

１ 今年度は新型コロナウイルスの影響

で、全国体力調査の実施は見送られたが、

児童生徒の体力の状況把握に向け、各学

校では、児童生徒間の身体的接触がない

「50ｍ走、ボール投げ、反復横跳び、立

ち幅跳び」を実施した。結果については、

小中学校連携して分析を行い、体力向上

プランを作成するよう指示をしている。

今後それらをもとに町教委としてのプラ

ンをまとめていく。 

 

２ 高等教育機関との連携は、「歯科検診、

ピロリ菌検査」など、実施できるものに

ついては取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 一斉休校の影響は大きかったが、年間

を通して教科体育、行事、一校一実践等

により体力向上を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２-  北海道医療大学や当別町歯科医師

会の協力で、学校歯科検診、就学時健康

診断及びピロリ菌２次検査（保健福祉課

所管事業）は実施できた。フッ化物洗口

は見送らざるを得なかったが、歯の健康

については、養護教諭を中心に進めた。 

 

２-  日本体育大学の協力を得て、小中学

校の教員への実技指導（種目は未定）など

体育の授業研究を予定していたが、新型コ

ロナ防止対策のため、中止とした。 
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 中間評価 最終評価 

 

３-  当別高校とのメニュー開発は、当別

150 年記念事業で考案したメニューを給

食風にアレンジし提供する予定であった

が、次年度に繰り越しとなった。 

 

３-  地場産食材は、米、季節の野菜、肉

等積極的に活用をしている。 

また、北海道より無償提供のあった道

産の牛肉・ホタテを活用したメニューを

前期１回、後期５回実施する。 

 

 

 

３-  次年度は、「小中高 TOWN ミーテ

ィング」の中で、当別町 150 周年記念メ

ニューの開発という形で取り組む予定で

ある。 

 

３-  今年度は新たに「大豆」「鹿肉」を

追加するなど、年間を通じ地場産食材を

提供することができた。【資料２】 

また、無償提供のあった道産食材（牛

肉・ホタテ）を活用したメニュー提供や

北海道日本ハムファイターズ選手がご当

地給食として未来を担う子供たちの食と

健康づくりが豊かになるよう考案したメ

ニューを提供するなど、多彩なメニュー

を提供することで、児童生徒の食に対す

る関心を深めた。 

 

・令和２年度の食育指導 実施報告 

【資料３】 

 

今後の 

方向性 

 「継続して進める」 

 令和２年度はコロナ禍にあって高等教育

機関との連携した事業が実施できなかった

が、引き続き関係を強化していきたい。 

担当係 学校教育係、一貫教育係、給食センター 
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点検項目 確かな学力の育成（知） 

３年度 

達成目標 

【達成指標】 

全国学力・学習状況調査や各検査結果全国平均以上 

具体的 

取組 

１ 小中学校連続した教育課程の編成と実施 

   「主体的・対話的で深い学び」の視点を取り入れた授業改善 

   小学校授業改善チーム（チームＪ）の視点を取り入れた授業改善 

   新しい取り組みへの挑戦（とうべつ未来学、教科担任制、学びのハンドブック） 

   ＧＩＧＡスクール事業（一人一台端末配置、授業改善、オンライン授業研究等） 

２ 学びを支える人的支援 

   学校教育指導主事の派遣 

   学力向上推進講師の配置（英語、算数・数学、各２名）による教科担任制試行 

   小・中学校へのＡＬＴ（２名）継続配置による外国語教育の充実 

   特別支援教育支援員継続配置（各校２名）による特別支援教育の充実 

 中間評価 最終評価 

目標の 

達成状況 
達成に向けて進展があった 

 

自己評価 

【進捗状況】 

１－    ＩＣＴ（一人一台端末）を活

用したオンラン授業や授業改善を児童生

徒、教職員ともに進めている。【資料４】 

 

（【資料４】以外の活用の一例） 

「Google Jamboard（アプリ）」を使用。

お互いの意見を交流し、授業のまとめ・

振り返りに活用することで習熟につな

げた。 

また、次の授業の課題につなげ、学

習意欲を高めた。 

 

１－   

・とうべつ未来学 

各校で試行に入っている。【資料５】 

 

・教科担任制 

  小学校担任による教科担任制を実施。 

  （当小） 

５・６年生 社会・音楽・家庭科 

  （西小） 

５・６年生 理科、社会 
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 中間評価 最終評価 

自己評価 

  英語及び理科専科加配を活用した教

科担任制を施行している。 

（英語）小学校 週 ９時間 

      中学校 週１０時間   

  （理科）小学校 週２３時間 

 

・学びのハンドブック 

  当別町学校教育研修推進協議会で９年

間の学習内容や家庭学習への取り組み方

などを一冊にまとめ、各家庭に配布する

準備を進めている。 

 

・キャリアノート 

 自分を振り返り、「なりたい自分」につ

なげるため、今年度からは全児童生徒に

キャリノートを持たせ、キャリア教育の

充実をスタートさせた。【資料６】 

 

２－  学校教育指導主事が定期的な学校

訪問（指導主事訪問、面談等）のほか、

学校の求めに応じた訪問を実施してい

る。（各校への訪問回数 平均月５回程

度）この中で、小中学校の学校経営・学

力向上に関する指導や助言、児童生徒及

び保護者の相談や対応など多岐にわた

り、きめ細やかな指導助言を行っている。 

 

２－  平成２９年度から継続して学力向

上推進講師（英語２名、算数・数学２名）

を配置している。ＴＴ指導による下位層

の引き上げなど学力向上につながってい

る。 

２－  ＡＬＴのネイティブな英語の発音

に慣れることで、ヒアリング、スピーキ

ング能力の向上を図った。 

－年間派遣時数（予定）－ 

小１・２  ７０時間  

小３・４ ２４５時間  

小５   ２１０時間 

小６   １４０時間 

中１～３ １０８時間 
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 中間評価 最終評価 

自己評価 

２-  通常学級における「困り感」を持つ

児童生徒の指導にあたっており、学校の

ニーズに応じた指導により、児童生徒の

落ち着いた授業環境作りをサポートして

いる。 

 

 

担当係 学校教育係、一貫教育係 
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点検項目 豊かな心の育成（徳） 

３年度 

達成目標 

【達成指標】 

いじめゼロ 

具体的 

取組 

１ 教科「道徳」を中心とした心の育成 

２ 小中学校間の情報共有と発達段階を踏まえた児童・生徒指導 

３ 小中合同事業の開催（児童会や生徒会、いじめ撲滅集会、ボランティア活動等） 

 中間評価 最終評価 

目標の 

達成状況 
達成に向けて進展があった  

自己評価 

【進捗状況】 

１ 年間指導計画に基づき、計画的に教科

道徳を実施している。行事の延期や縮小

で集団での学びは減少しているが、可能

な限り心を育むよう全校で取り組んでい

る。 

 

２ 新１年生の情報共有を新学期前に実施

し、課題の見られる児童生徒についての

理解を図った。 

 

３ 人権意識を高めるため、小中学校の合

同道徳で外部講師による講話を実施し

た。 

講師：弁護士 八代 眞由美 氏 

演題：「ストップいじめ！～自分も

相手も大切な存在だから」 

  その後、児童会及び生徒会が主体とな

り、「いじめ撲滅宣言」を採択。いじめ未

然防止の誓いを新たにした。 

  また、北海道教育委員会の実施する「い

じめの把握のためのアンケート調査」の

５～６月上旬に調査した結果では、いじ

めであると認知した件数が４件あった。

重大ないじめにつながる事案ではなかっ

たが引き続き小さな変化を見逃さず、日

常的な観察と情報の共有化を徹底する。 

 

担当係 学校教育係、一貫教育係 
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点検項目 健やかな体の育成（体） 

３年度 

達成目標 

【達成指標】 

全国体力調査、全種目全国平均以上 

具体的 

取組 

１ 小中学校間の情報共有と発達段階を踏まえた体力向上の取組 

２ 一校一実践 

３ 食育指導 

 中間評価 最終評価 

目標の 

達成状況 
達成に向けて進展があった  

自己評価 

【進捗状況】 

１ 学校ごとに「体力向上プラン」を作成 

（一例：【資料７】西当別小学校） 

小学校低学年では運動の楽しさを味わ 

わせ、高学年では目標をもって運動に取 

り組ませるなど、発達段階を踏まえた体 

力向上に取り組んでいる。 

中学校では、小学校での取り組みを元

に、教科体育や部活、行事など教育課程

全般を通し、体力向上の取り組みを進め

ている。 

   

２ 各校において、授業や特別活動等で「縄

跳び」を一校一実践として取り組んでい 

る。 

 

３ 食育指導を教育課程に組み入れて、計

画的に取り組んでいる。【資料８】 

 

  ※ 宇和島市から特産品の「養殖マダ

イ」が送られ、「鯛のムニエル」「鯛どん

ぶり」に調理し、児童生徒に提供した。   

併せて宇和島市水産高校の生徒が食育

授業の講師となり、両小学校でオンラン

イン授業が実施された。両校３年生が参

加した他、宇和島市の姉妹都市（宇和島

市、大崎市、仙台市、千曲市）の４小学

校とも交流することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当係 学校教育係、一貫教育係、給食センター  
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資料１  
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ピクトグラム 
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資料２  
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資料３  
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資料４  

 



-32-

資料５  

 



-33-

資料６  
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資料７  
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資料８  
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【社会教育分野】 
 

令和２年度の点検及び最終評価 P ４３～ 

令和３年度の点検及び中間評価 P ４９～ 

資  料           P ５２～ 



 

点検項目 多彩な生涯学習プログラムの展開 

２年度 

達成目標 

【達成指標】 

ことぶき大学各事業参加率 70％以上 

具体的 

取組 

１ 地域や当別高校、北海道医療大学、日本体育大学、指定管理者との連携及び人材活用 

２ 歴史・文化プロジェクトによる古文書解析 

３ 多世代交流事業（高齢者の生きがいづくり）の推進 

 中間評価 最終評価 

目標の 

達成状況 
達成に向けて進展があった 達成に向けて進展があった 

自己評価 

【進捗状況】 

１ 新型コロナウイルス感染症によって事

業の中止や制約を受けるなど影響は大き

いが、できる範囲での実施をしながら、

町民の生涯学習を止めないよう、今後も

多方向と連携していく。 

 

 

 

 

 

 

２ 吾妻家文書については令和３年度の公

開を目指している。一般公開に向け史料

整理や公開に関する規定制定の準備を進

めている。また、「歴史学習講座」は、吾

妻家文書の研究をテーマに継続的に実施

しており、町民の古文書解析力の向上に

結びついている。 

 

 

 

 

 

 

３ 「ことぶき大学」は、２か月のブラン

クはあるが、感染症対策に万全を期しな

がら、前期７回の講座を実施することが

できた。後期も学びを止めないよう工夫 

【成果】 

１ 年間通じて新型コロナウイルス感染症

（以下「新型コロナ」という）の影響が

大きく、予定していた事業の約半数を中

止した。このような状況下、「北海道医療

大学 塚本容子氏」を講師に迎えた連携講

座「新型コロナ感染予防」を実施した。

最新の知見に基づいたウイルスの特徴や

感染予防など、町民に有益な情報を伝え

る貴重な機会を提供することができた。

【資料１-①】 

 

２-  令和３年４月からの吾妻家文書の 

一般公開に向け、史料整理や規則制定が 

完了した。特に人権を侵害するおそれの 

ある文書に対して利用制限するなど、プ 

ライバシーにも配慮した。 

２-  「歴史学習講座」の開催は４年目と 

なり、町民の古文書に対する関心や解析 

力の向上に結びついている。新型コロナ 

の影響により１１月～３月は中止した 

が、資料を配布し自主学習を促した。 

【資料１-②】 

 

３ 「ことぶき大学」は、人数を分けて２

部制で行う、黙々と作業できるモノづく

りを取り入れるなど、新型コロナ対策の

制限がある中でも工夫して開催した。新 
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 中間評価 最終評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

型コロナが拡大した 10 月～３月の多く

の講座は中止としたが、学習資料「健や 

かことぶき」など定期的に発行し、参集 

できない中にも高齢者の生きがいづくり

に寄与することができた。 

コロナ禍によって、講座を開催しても

参加を自粛する方がいたことで参加率に

ついては 57.2％となったが、参加者アン

ケートでは、５段階中の平均 4.7 と非常

に満足度は高い。【資料１-③】【資料２】 

 

【課題】 

 

１～３共通 

 新型コロナの影響により、中止を余儀

なくされる、開催した場合も参加自粛す

る方がいる、内容に制限があり多彩なプ

ログラムを組むことができないなど、生

涯学習を推進する上で課題は多い。感染

症対策は今後も継続していく。 

 

今後の 

方向性 

 

 

１ Zoom や YouTube などを活用した「オン

ライン講座」など、コロナ禍における生

涯学習の推進方策について研究する。 

２ 新型コロナ対策として、施設の利用制

限、事業の開催可否など、適切に対処し

ていく。 

担当係 生涯学習係、文化財保護係 
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点検項目 三課横断「児童生徒、学校及び家庭支援」 

２年度 

達成目標 

【達成指標】 

学校要望 100％ 

家庭学習習慣全国平均以上 

具体的 

取組 

１ 小学校、中学校の授業への講師派遣 

２ 土曜教室の充実（地域巡検の実施） 

３ 多世代交流事業（伝統文化の継承、子育て支援） 

 中間評価 最終評価 

目標の 

達成状況 
達成に向けて進展があった 達成に向けて進展があった 

自己評価 

【進捗状況】 

１ 講師派遣については、学校の要望に全

て応えることができた。特に中学校では

ミシン実技への講師派遣は好評であっ

た。 

今後も学校の要望に 100％応えるべく

準備を進める。 

 

２ 土曜教室は、新型コロナウイルス感染

症の影響により、5・6月の 2回を中止と

した。７月のふるさとの魅力を再発見す

る「地域巡検」は実施することができた。

小学生 16名の参加があり好評であった。

後期も様々な体験学習の機会を提供す

る。 

 

３ 小学校運動会の規模縮小、町内イベン

トの中止によって、伝統文化（当別音頭

等）発表の機会が失われた。後期におい

ては、発表の機会を設け、コロナ禍にお

いても保護者、子どもたちとの交流を進

めたい。 

 

 

 

 

 

 

【成果】 

１ 新型コロナの影響で中止となった授業

（プール授業、放課後学習会等）を除き、

講師については 100％派遣できた。 

【資料３】 

 

 

 

２ 土曜教室は、新型コロナ対策により

10 月～３月の教室を中止とし、年２回の

開催になった。【資料４】 

 

 

 

 

 

３ 年間通じて新型コロナの影響が大き

く、多世代交流や伝統文化の継承の機会

を作ることが難しい状況であった。人と

人との交流活動はできなかったが、10月～

11月に「当別町子ども作品展」を開催し、

芸術鑑賞の機会や、文化に親しむ場を提

供することができた。 

 

【課題】 

１ ボランティアの高齢化に伴い、新たな

人材の発掘が課題である。 
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 中間評価 最終評価 

 
 ２～３ コロナ禍において感染症対策は今

後も継続した課題である。 

今後の 

方向性 

 

 

 

 

 

 

 

１ 新型コロナの有無に関わらず、各学校

から要望には引き続き 100％応えられる

よう体制を整える。 

 

２・３ Zoom や YouTube などを活用したオ

ンラインでの教室開催、伝統文化の継承

や子育て支援について研究を進める。 

 

担当係 生涯学習係、学校教育係、一貫教育係 
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点検項目 読書活動の推進 

２年度 

達成目標 

【達成指標】 

児童生徒一人当たりの貸出図書数の増 

具体的 

取組 

１ 子どもの読書活動推進 

２ 司書による図書館及び学校図書室の活性化 

 中間評価 最終評価 

目標の 

達成状況 
達成に向けて相当な進展があった 達成に向けて相当な進展があった 

自己評価 

【進捗状況】 

１ 次のとおり図書館内部の改修を進め

た。 

  児童コーナーの拡大 

  企画展示コーナーの新設 

  自習スペースの増設 

  エントランス展示のリニューアル 

  レイアウトを一新し開放的なスペ

ースを演出 

 

２-  図書館の改修に司書の意見を取り

入れ充実したリニューアルができ

た。後期の利用増につなげたい。 

２-  学校図書館については２か月のブ

ランクはあったが、閉校期間の図書

貸し出しなど一定の役割を果たし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果】 

１ 図書館内部の改修によって、次のとお

り大幅に図書館サービスが向上した。 

  児童コーナーの拡大によって親子で 

ゆっくりと本を選ぶ姿が多く見られた。 

  季節ごとに企画展示コーナーを設置 

することで飽きずに多様な本に触れる機 

会を作ることができた。【資料５】 

 

２-  図書館内部改修にあたっては、図書 

館司書の専門性を活かすことで、上記成

果を得ることができた。 

２-  新型コロナの影響によって、学校図 

書館への派遣回数は減少したが、閉校期 

間の図書貸し出し、図書整理支援など一 

定の役割を果たした。 

２-  新型コロナの影響によって、図書館 

を臨時休館した際には、Ｗeb予約による 

事前申込みによる図書貸し出しを行っ 

た。 

 

【課題】 

１-  新型コロナの影響によって図書館 

の休館が多く、貸出図書冊数としては 

18.5%減になった。 

1-   令和元年度に実施した「全国体力 

運動能力・運動習慣調査」の結果より、 

子どものスマートフォン 3使用時間、テ 

レビ・ゲーム使用時間が長いことから、 

-47-



 
 中間評価 最終評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭での読書時間が短くなったと推測さ

れる。 

２ 限られた勤務時間の中で司書の専門性

を活かすため、相互貸借や図書システム 

登録など煩雑な日常作業の効率化を進め

る必要がある。 

今後の 

方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 読書習慣は日常の生活を通して形成さ

れることから、見やすい「うちどく通信」

の発行などで、家庭に対して継続的に啓

発活動を行う。また、企画展の開催や、

おすすめ本の紹介などにより、図書館の

利用者増、貸出冊数増を目指す。 

 

２ 司書中心に、図書館運営の工夫や、興

味関心を高める図書選書、学校図書館支

援活動などを行い、図書館及び学校図書

室の活性化に努める。 

 

３ 図書館を臨時休館した際の貸出しの工

夫について研究する。 

担当係 生涯学習係 
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点検項目 新たな生涯学習プログラムの展開 

３年度 

達成目標 

【達成指標】 

新たな連携事業の展開、各事業参加者満足度 80％以上 

具体的 

取組 

１ 当別高校や北海道医療大学、日本体育大学、指定管理者との連携、地域の人材の活用 

２ 「当別歴史・文化プロジェクト」の推進（歴史研究、学習講座や講演会の開催） 

３ 多世代交流事業（高齢者の生きがいづくり・家庭教育支援）の充実 

４ 図書館活動活性化のための各種事業の実施 

 中間評価 最終評価 

目標の 

達成状況 
達成に向けて相当な進展があった 

 

自己評価 

【進捗状況】 

１ 「小中高大生 TOWN ミーティング」で

は、各学校、関係機関と連携して当別町

150 周年記念事業に取り組んでいる。動

画制作、記念メニューの開発など、充実

した内容を展開できている。 

【資料６-①】【資料７】 

  新たな取組みとして、部活動指導に地

域人材を活用する「地域運動部活動推進

事業（スポーツ庁モデル事業）」を展開し

ている。学校や受託業者、地域人材と連

携し、後期の実践に向けて準備を進める。

【資料８】 

 

２   「歴史学習講座」は、新たに「実

践編」を開講し、過年度に中級編を受講

してきた参加者が、その経験と知識を活

かして未解読文書の解読を進めている。

また、Zoom を使用してオンラインによっ

て講座を開催することで、コロナ禍にお

ける新たな生涯学習の機会を提供でき

た。【資料６-③】 

    吾妻家文書の一般公開について

は、公開規則に基づき閲覧申請のあった

資料を適切に公開している。 
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 中間評価 最終評価 

 

３ 「ことぶき大学」は、新型コロナの影 

響により、前期の予定講座は全て中止し

た。高齢者の参加者はスマートフォン等

の所持率が低く、オンラインでの講座実 

施が難しい面があるが、通信の定期発行 

など、できる限りの情報発信に努めた。

【資料６-④】 

 

４ 新たな取組みとして、読書に対する興

味関心を高めることを目的に「ＰＯＰコ

ンテスト」を開催した。245 名の参加があ

り多くの力作が出品された。この他にも

企画展の実施等により、図書館利用促進

を図る。【資料６-⑤】【資料９】 

 

 

担当係 社会教育係 
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点検項目 地域学校協働本部事業による児童生徒、学校支援 

３年度 

達成目標 

【達成指標】 

学校要望 100％達成、児童生徒貸出図書数の増 

具体的 

取組 

１ 地域学校協働本部事業による授業への講師派遣 

２ 放課後学習会、土曜教室、イングリッシュ・プロジェクト等の充実 

３ 学校運営協議会に対する支援 

４ 図書館司書の学校派遣 

 中間評価 最終評価 

目標の 

達成状況 
達成に向けて相当な進展があった 

 

自己評価 

【進捗状況】 

１ 授業への講師派遣については、新型コ

ロナの影響により、前期は学校からの要

望が無かった。 

後期は、学校の要望に 100％応えるべ

く準備を進める。 

 

２ 各事業ともに、新型コロナの影響によ

り、その多くを中止せざるを得なかった。

放課後学習会や土曜学習会については、

比較的感染が少ない時期に対策をした上

で実施し、基礎学力の向上と学習習慣の

定着を図った。 

 

３ 社会教育指導員が、学校運営協議会委

員として参画した。新型コロナの影響に

よって協議会の開催はなかった。 

 

４ 毎週１回各小中学校に司書を学校に派

遣し、図書整理などの図書支援活動を行

った。 

  また、とうべつ学園メディアライブラ

リーの開設準備においては、館内レイア

ウトなど、司書の意見を反映させながら

今後も進める。 

 

担当係 社会教育係  
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① 北海道医療大学連携講座

日程 対象者 参加人数

1回目 6/21（日） 一般向け 中止

2回目 7/31（金） 小学生向け 中止

3回目 9/17（木） 高齢者向け 34

4回目 9/26（土） 一般向け 中止

5回目 10/15（木） 高齢者向け 31

6回目 12/25（金） 一般向け 36

7回目 1/7（木） 小学生向け 中止

合計 101

② 当別町歴史学習講座

日程 コース 参加人数 コース 参加人数 参加人数小計

1回目 5/16（土） 中級（第1回） 中止 初級（第1回） 中止 中止

2回目 6/13（土） 中級（第1回） 12 初級（第1回） 19 31

3回目 7/18（土） 中級（第2回） 22 初級（第2回） 24 46

4回目 8/22（土） 中級（第3回） 21 初級（第3回） 23 44

5回目 9/19（土） 中級（第4回） 20 初級（第4回） 23 43

6回目 10/17（土） 中級（第5回） 16 上級（第1回） 17 33

7回目 11/21（土） 中級（第6回） 中止 上級（第2回） 中止 中止

8回目 12/19（土） 中級（第7回） 中止 上級（第3回） 中止 中止

9回目 1/16（土） 中級（第8回） 中止 上級（第4回） 中止 中止

10回目 2/20（土） 中級（第9回） 中止 上級（第5回） 中止 中止

11回目 3/13（土） 中級（第10回） 中止 上級（第6回） 中止 中止

合計 197

インフルエンザ流行時期の新型コロナウイルス感染予防

（会場受講とZoom受講 併用型）

令和２年度 多彩な生涯学習プログラムの展開（事業実績）

いつまでもいきいきと暮らすために

事業名

染物講座

骨伝導に関する講座

音楽で楽しく脳や体を動かしましょう

染物講座
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資料１  

 



③ことぶき大学

日程 参加人数

1回目 6/26（金） 47

2回目 7/10（金） 40

3回目 7/31（金） 33

4回目 8/7（金） 21

5回目 8/21（金） 37

6回目 9/4（金） 25

7回目 9/25（金） 22

8回目 10/22（木） 中止

9回目 11/6（金） 37

10回目 11/20（金） 中止

11回目 12/11（金） 中止

12回目 1/15（金） 中止

13回目 1/22（金） 中止

14回目 2/19（金） 中止

15回目 3/12（金） 中止

 ことぶき大学 課外・特別講座

日程 参加人数

1回目 6/29（月） 中止

2回目 9/17（木） 31

3回目 10/3（土） 中止

4回目 10/15（木） 31

5回目 12/25（金） 13

 ことぶき大学 多世代交流

日程 参加人数

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

ソープカービング

パークゴルフ

リースづくりと冬の鉢花管理

和のフィットネス

新年お楽しみ会
音楽を楽しもう②

スポーツにドラマあり

体力テスト

音楽を楽しもう①

パステルアートで年賀状づくり
アロマで消臭＆お掃除

今年度はすべて中止

医療大学連携講座③ インフルエンザ流行時期の新型コロナウイルス感染予防

事業名

事業名

当別フットパス

医療大学連携講座② いつまでもいきいきと暮らすために

医療大学連携講座① 音楽で楽しく脳や体を動かしましょう

絵手紙教室

アダブデットスポーツ

修了式

事業名

開講手続き
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資料２  

 



1 
 

令和２年度 授業等の支援実施状況 

 
 

支援分野 

 

実 施 状 況（稼働ボランティア・支援日数・回数） 

 

読書指導 

（計 10 日、10 回実施） 

 

【西当小】 土田悦子さん、大原慈子さん  10 日 10 回(1～2年生)実施済 

 当別小はコロナが収束次第開始予定だったが、すべて中止 

 

 

スキー学習支援 

（計 16 日、27 回実施） 

 

令和３年１月 18 日（月）～２月９日（火） 

当小 9 日、西当小 8 日、当中・西当中 各 4日 計 16 日、27 回 延べ 58 人支援 

 池内芳美さん 13 日、近藤充さん 12 日、原田栄子さん 10 日、 

萩原才行さん 7 日、綿谷さやかさん 6日、石崎聖一さん 5日 

（教委：小松 2 日、山谷 2 日、吉田 1日） 

 

水泳学習支援 

 

今年度、水泳学習はすべて中止 

 

柔道学習支援 

 

感染症予防の観点から、柔道の授業は今年度は中止 

 

ミシン実習支援 

（計 5 日 10 回実施） 

 

【当別小】畑みどりさん他 7名 

（9 月 8，10，18 日 2 月 15､17 日 延べ 19 名） 

 

クラブ活動支援 

 

今年度、西当小のクラブ活動（茶道）はすべて中止 

 

夏休み学習会支援 

 

各学校ともに、夏休みが大幅に短縮となったため、今年度の夏休み学習会は中止  

 

 

 

 

 

 

  

ミシン実習支援（令和 3年2月 当小） スキー学習支援（令和 3 年 1 月 西当中） 
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資料３  

 



1 
 

 

令和２年度 土曜教室 実施状況 

 

支援分野 実 施 状 況（会場・稼働ボランティア） 

 

 

 

 

 

土曜教室 

（計２日実

施） 

 

 

 

 

 

◇ 化石学習体験教室 5/23 ・・・コロナ禍、学校臨休、中止   

◇ 科学実験教室 6/13 ・・・・・     〃 

(1) ふるさと再発見、町内巡検  7/4 （町内 大畑裕貴教育部長） 

                                          参加数   18 名 

(2) ニュースポーツ体験 9/26 （白樺コミセン  須藤 豪さん）   

参加数   12 名 

(3) ふるさと・環境学習「フットパスツアー」10/3  荒天中止 

(4) 百人一首「下の句かるた」体験教室①   11/28   コロナ感染者急増で中止 

(5) 科学・生物体験教室（化石学習）     12/5              〃 

(6) 百人一首「下の句かるた」体験教室②   12/12        〃 

(7) ものづくり・昔あそび「折り紙体験①」   1/30    コロナ禍で中止 

(8) ものづくり・美術「パステルアート体験」 2/20       〃 

(9) ものづくり・昔あそび「折り紙教室②」    3/6           〃 

 

-56-

資料４  

 



当別町図書館

本館

当別町図書館
合計

Ｈ30 10,584 10,950 21,534 940 22.91 -

Ｒ1 9,069 11,694 20,763 894 23.22 1.4%増

Ｒ2 8,078 7,734 15,812 835 18.94 18.5%減

一人当たりの

図書貸出数

（冊）

児童

生徒数

（人）

児童・生徒一人当たりの図書貸出冊数実績

対前年比

児童図書貸出（冊）
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資料５  

 



R3.8.27現在
① 当別町小中高大生TOWNミーティング 「とうべつ学園MV（ミュージックビデオ）作成」

日程 チーム 参加人数

1回目 6/22（火） 当小・当中 7

2回目 6/29（火） 当小・当中 6

3回目 7/9（金） 当小・当中 7

4回目 7/13（火） 当小・当中 7

5回目 7/20（火） 当小・当中 7

6回目 12/14（火） 当小・当中

7回目 3月 当小・当中

8回目 3月 当小・当中

- 4月以降 当小・当中

  当別町小中高大生TOWNミーティング 「当別町音楽祭」

日程 チーム 参加人数

1回目 6/24（木） 6

2回目 7/8（木） 6

- - -

3回目 10/20（水）

- 11/3（水・祝） - -

  当別町小中高大生TOWNミーティング 「記念メニュー開発」

日程 チーム 参加人数

1回目 6/23（水） 当別高・医療大 5

2回目 7/8（木） 当別高・医療大 4

- - -

3回目 8/1（日） 当別高・医療大 4

合計 59

② 北海道医療大学連携講座

日程 対象者 参加人数

1回目 11/26（金） 高齢者向け

2回目 1/28（金） 高齢者向け

合計 0

③ 当別町歴史学習講座

日程 コース 参加人数 コース 参加人数 参加人数小計

1回目 5/22（土） 入門編 中止 実践編 中止 中止

2回目 6/19（土） 入門編 Zoom 22 実践編 Zoom 11 33

3回目 7/17（土） 入門編 Zoom 19 実践編 Zoom 10 29

4回目 8/21（土） 入門編 Zoom 22 実践編 Zoom 13 35

5回目 9/18（土） 入門編 実践編

6回目 10/16（土） 入門編 実践編

7回目 11/20（土） 入門編 実践編

8回目 12/18（土） 入門編 実践編

9回目 1/15（土） 入門編 実践編

10回目 2/19（土） 入門編 実践編

11回目 3/19（土） 入門編 実践編

合計 97

令和３年度 新たな生涯学習プログラムの展開（事業実績）

映像構成検討①

映像構成検討②

当別町音楽祭（YouTube配信）

事業名

企画会議①

撮影②（町内撮影、ドローン空撮など）

企画会議②

撮影④（新校舎での撮影）

撮影③（合唱・演奏録音）

各学校の学校祭等での音楽発表撮影

事業名

企画会議

撮影①（オープニングムービー録音など）

撮影②（進行部分撮影など）

事業名

いつまでもいきいきと暮らすために

音楽を用いたリハビリテーション

撮影①（町内撮影、ドローン空撮など）

開校式等でMV発表、以降YouTube配信

グルメミーティング① Zoom

グルメミーティング② Zoom

学生による記念メニュー販売

道の駅での150周年記念メニュー販売

事業名
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④ ことぶき大学

日程 参加人数

1回目 7/30（金） 44

2回目 8/6（金）

3回目 8/27（金）

4回目 9/9（木）

5回目 9/24（金）

6回目 10/8（金）

7回目 10/22（金）

8回目 11/12（金）

9回目 12/10（金）

10回目 12/24（金）

11回目 1/14（金）

12回目 2/4（金）

13回目 2/18（金）

14回目 3/18（金）

 ことぶき大学 課外・特別講座

日程 参加人数

1回目 9/4（土）

2回目 10/23（土）

3回目 11/26（木）

4回目 1/28（金）

 ことぶき大学 多世代交流

日程 参加人数

1回目 未定

2回目

合計 44

⑤図書館イベント等

日程 参加人数

1回目 中止

2回目 6/5（土） 中止

3回目 245

4回目

合計 245

音楽を楽しもう①和おん

修了式

事業名

講座手続き

医療大学連携講座② 音楽を用いたリハビリテーション

事業名

出前講座「報道写真の現場」

パークゴルフ

体力テスト

ソープカービング

パステルアート「色紙」

町外施設見学（サッポロビール博物館、アリオ札幌）

明治出前講座「からだは食べ物からできている」

和のフィットネス

映画鑑賞「大地の侍」上映会

音楽を楽しもう②尺八と文学の話

事業名

職業人の話を聞く集会

医療大学連携講座① いつまでもいきいきと暮らすために

当別フットパス

ライブラリーコンサート＆絵本の読み聞かせ

事業名

春の読書週間

ＰＯＰコンテスト

秋の読書週間
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R3.9.30 
令和３年度（第 14期）当別町小中高大生ＴＯＷＮミーティング 実施状況 

 

１ 参  加  各学校の児童会・生徒会役員・学級委員等 代表者 3名程度 

当別小学校、西当別小学校、当別中学校、西当別中学校、 

                 当別高等学校、北海道医療大学  

 

２ 内    容   テーマ「当別町 150周年事業を実施しよう」 

 【チーム活動】 

 当小・当中チーム   「とうべつ学園校歌ＭＶ作成」 

令和４年４月開校の義務教育学校「とうべつ学園」校歌ＭＶ（ミュージックビデオ）を作成を通

じて、子どもたちが学校の未来や当別町の良さについて考える機会とする。 

 

企画会議 

撮影など 活動５回 

 

   

 

 

西当小・西当中チーム 「当別町オンライン音楽祭」 

町内の小学校・中学校・高等学校・大学、一般の音楽グループなどが一堂に参加したオンライン

音楽祭の動画を作成をする。作成した動画は、YouTube による動画配信を行う。 

 

企画会議 

オープニングムービー撮影など  

活動２回 

 

 

 

  高校生・大学生チーム 「記念メニュー開発」 

当別町の食材を使って、道の駅事業者と連携した 150 周年記念メニューの開発、販売を行う。 

 

グルメミーティング 

記念メニュー販売 など 

活動３回 
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【子育て支援・幼児教育分野】 
 

令和２年度の点検及び最終評価 P ６３～ 

令和３年度の点検及び中間評価 P ６６～ 

      



 

 
 

点検項目 子育て支援の充実と幼児教育・保育の充実 

２年度 

達成目標 

【達成指標】 

待機児童ゼロ 

具体的 

取組 

１ 就園援助事業の実施 

２ 保育士等就労支援事業の実施 

３ 幼保・小間接続プログラムの実施 

４ 三課横断「子育て支援事業」の実施 

 中間評価 最終評価 

目標の 

達成状況 
達成に向けて進展があった 達成した 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自己評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【進捗状況】 

1-  当別町独自の事業として、令和２年

度より就園援助事業（所得の低い家庭へ

の補助事業）を実施した。１号及び２号

認定子どもに係る保育料以外の実費負担

費用（主食費及び教材費）は、生活保護

世帯を無償化とした。 

 

1-  多子世帯の負担軽減策として、３歳

未満第２子の保育料無償となる第２子カ

ウント年齢制限撤廃範囲を国の基準（年

収約 360 万円未満世帯）から道補助対象

基準（年収約 640 万円未満世帯）まで拡

大し、子育て世帯の経済的負担軽減を図

った。  

 

２ 当別町独自の事業として、当別町内の

認定こども園の保育士等の確保及び離職

防止を図り、質の高い教育、保育を安定

的に提供するため、認定こども園に一定

期間勤務している保育士等に対して就労

支援交付金の給付を行った。 

 

３ 昨年度末に制定した、幼保小接続プロ

グラムの実施に向け、年長児の指導を小

学校と連携、協力し、１年という期間で 

【成果】 

1-  本事業により、生活保護世帯の経済

的負担を軽減することができた。 

（対象児童２人、計７万６千円を補助） 

 

 

 

 

1-  本事業により、多子世帯の経済的負

担を軽減することができた。 

（３歳未満第２子の保育料無償化：対象

世帯数 40世帯（対象児童 40 人）、計 731

万１千円の保育料を無償化） 

 

 

 

２ 本事業により、保育士及び幼稚園教諭

21 名へ計 233万５千円を給付した。今後

も人材の確保に努めていく。 

  雇用継続という点で成果を得た。 

 

 

 

３ 令和２年度はコロナ禍により様々な制

限があったため、入学後の子どもの状況

が把握できない等、幼保小接続プログラ 
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 中間評価 最終評価 

 

 

コロナ対応も見据えながら進めていく。 

４ 子育て支援センターでは、新型コロナ

拡大防止のため親子の交流事業「あそび

のひろば」を当初休止していたが、６月

から再開した。感染状況を確認しながら、

開設日や人数、時間等を制限する中、利

用者の要望に応えることができた。（あそ

びのひろば：前期 70 日開設） 

後期に向け、社会教育課と連携した多

世代交流や各講座、イベント等の開催を

検討する。 

 

ムの実施に困難な面があった。次年度、 

精力的にプログラムを進める。 

４ 子育て支援センターについては、６月

から再開し、感染防止に配慮しながら事

業を展開した。親子のふれあいの時間や

親子同士の交流の場を設けるなど、セン

ターの目的を達成することができた。 

〈子育て支援センター利用実績〉 

年間 178 日開設 225 組 469 人 

前期  70 日開設  67 組 141 人 

後期 108 日開設 158 組 328 人 

 三課横断による事業は、新型コロナウ

イルス感染症（以下「新型コロナ」とい

う）の影響により実施することができな

かった。 

今後の 

方向性 

 １ 就園援助事業の対象を拡大するなど、

低所得者や多子世帯の経済的負担の更な

る軽減を図るよう検討する。 

 

２ 保育支援者配置事業は、令和３年度以

降も継続する。 

 

３ 幼保小接続プログラムは、令和３年度

以降も精力的に進める。 

 

４ 三課横断による事業は、コロナ禍にお

いても、実施できる方策を検討していく。 

 

５ 令和３年度に新たな子育て支援として

「子育て短期支援事業」の体制整備を行

う。 

 

担当係 子ども係、子育てサポート係 
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点検項目 社会全体で子どもを守る体制の構築 

２年度 

達成目標 

【達成指標】 

児童虐待及び一時保護事案ゼロ 

具体的 

取組 

１ 児童虐待防止のための学校や各機関との連携 

２ 子どもプレイハウスの充実（自主学習、運動習慣の定着） 

 中間評価 最終評価 

目標の 

達成状況 
達成に向けて一定の進展があった 達成に向けて一定の進展があった 

自己評価 

【進捗状況】 

１ 前期の児童虐待に伴う一時保護事案は

１件あった。事案発生に対して、警察、

関係学校、医師会、児童相談所と連携し、

解決の道筋を作ることができた。引き続

き、児童虐待防止のため関係機関と連携

し対応する。 

 

 

２ 子どもプレイハウスでは、新型コロナ

ウイルス感染症に伴う学校臨時休校によ

る急な開設時間の変更に対応し、利用自

粛の呼びかけや活動を制限しながらの運

営となったが、体育館の利用など学校の

協力もあり児童が体を動かしたり密にな

らない活動ができた。 

学習習慣については、新１年生の落ち

着きが見られなかったが、指導員の指導

により徐々に改善され、学校再開以降、

学習習慣も定着してきた。 

今後も感染症対策を施し、充実した活

動ができるように進めて行く。 

【成果】 

１ 令和２年度の相談件数は、12件（うち

一時保護案件２件）。この12件について

は、ネグレクトによる指導中の継続事案

１件を除き、他は解決した。 

 内訳：重度（生命にかかわる案件）０件 

    中度（児童相談所、警察案件）７件 

    軽度（学校、町教委案件） ５件 

 

２ 新型コロナの影響により、バス遠足、

社会見学、料理教室など計画していた行

事が中止となったが、自主的学習や運動、

お楽しみ会等のレクリエーションによ

り、充実した活動をすることができた。 

  

 

今後の 
方向性 

 

１ 児童虐待防止については、学校や福祉

課、児童相談所、警察など関係機関と連

携し進める。子ども未来課は、それらの

調整役としての機能を果たす。 

 

２ 子どもプレイハウスについては、感染

症対策を徹底しながら開設に努める。 

担当係 子育てサポート係 
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点検項目 子育て支援の充実 

３年度 

達成目標 

【達成指標】 

交流事業の参加者前年度比 10％以上増、児童虐待及び一時保護事案ゼロ 

具体的 

取組 

１ 地域や関係機関との連携による子育て支援 

２ 子どもプレイハウスでの活動の充実（学習活動、スポーツ活動等） 

３ 児童虐待防止のための各機関との連携 

４ 子育て短期支援事業（ショートステイ）の実施 

 中間評価 最終評価 

目標の 

達成状況 
達成に向けて一定の進展があった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自己評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【進捗状況】 

１ 子育て支援の中核を担っている「子育

て支援センター」は、緊急事態宣言中、

休止せざるを得なかったが、６月の宣言

解除後は、単独で事業を行うことができ

た。 

〈利用実績〉 

前期：71日開設 67 組 149 人 

〈成果〉 

・親子のふれあい時間の設定 

・親子同士の交流の場の設定 

・育児についての指導、助言 

などにより支援できた。 

 

２ 「子どもプレイハウス」は、新型コロ

ナの拡大防止に取り組み開設できた。 

  今後も感染防止に留意し、行事やイベ

ントの開催、学習・スポーツ活動に取り

組んでいく。 

 

３ 児童虐待に伴う一時保護案件が、２件

発生した。１件は解決、他の１件は関係

機関との連携により早期解決をめざす。 

  また、令和２年度からの継続案件につ

いては、家庭訪問による指導を２度行 
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 中間評価 最終評価 

 

い解決を図った。 

４ 「子育て短期支援事業」を開始した。

利用はまだ無いが、今後、事業の周知に

努める。 

 

担当係 子育てサポート係 
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点検項目 幼児教育・保育の充実 

３年度 

達成目標 

【達成指標】 

待機児童ゼロ 

具体的 

取組 

１ 認定こども園の教育・保育活動の充実 

   保育支援者配置事業 

   加算保育士配置事業 

２ 就学に向けた幼保小間の接続プログラムの推進 

 中間評価 最終評価 

目標の 

達成状況 
達成に向けて進展があった 

 

自己評価 

【進捗状況】 

1-  保育支援者配置事業について 

保育支援者を各園１名を配置し、業務

の負担軽減を図ることができた。 

〈保育支援者の主な業務〉 

① 保育環境の整備（保育遊具等の消毒、

給食の配膳・片付け等） 

② 園外活動時の見守り 

③ 保育教材の作成 

など保育士の負担軽減に資する業務 

〈事業概要-賃金の補助〉 

645 円×勤務時間（月額 10 万円を上限） 

 

1-  加算保育士配置事業について 

国の基準を超えて、各園１名の保育士

を配置することができた。待機児童の発

生抑制、保育士の業務軽減につなげた。 

〈事業概要-賃金の補助〉 

北海道最低賃金×勤務時間×日数 

  

２ 新１年生の情報共有に関する会議を８

月に実施。特に、特別な支援を必要とす

る児童について情報共有がなされ、後期

につながる会議をすることができた。 

 

 

担当係 子ども係  
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第４章 外部評価 

 

〇外部評価委員 

 
冷 川 元 彦 氏（元中学校校長） 
浜 上 尚 也 氏（北海道医療大学教授） 

 
 教育委員会において実施した事務事業評価に対し、概ね妥当であるとの評価

をいただきました。 

 
１ 学校教育分野について 

 

外部評価委員の意見  今後の取組等について  

「とうべつ未来学」は、特色ある教育活動と

して、とても重要な意味を持っています。今年

度試行したようですが、現場はもとより、地域

の声なども十分に聞いて来年度の実施に備え

ていただければと思います。（冷川氏） 

「とうべつ未来学」は、試行

結果をもとに課題等の整理を

行い、来年度に向け進めてまい

ります。 

 

新型コロナウイルスの影響による授業のカ

ットは、かなりの時数に上りましたが、様々な

方法で対策を講じ、標準授業時数を確保できた

ことは良かったと思います（冷川氏） 

 

教科担任制については、ワーキンググループ

による検討を重ね、着々と実践につなげている

と聞いております。専門性の高い教師が授業を

担当することはメリットが大きいので、より多

くの教科での実施を期待します。 

ちなみに、私の過去の経験で、小学校高学年

の場合、国語と算数を学級担任が担当し、他の

教科はすべて教科担任という学校もありまし

た。（日本人学校） 

「とうべつ学園」は、町内・管内はもとより、

全道・全国でも先進的取組として期待され、注

目されています。その意味においてもＨＰ等を

積極的に活用した情報発信（具体的な内容で）

をさらに進めてほしいと思います。（冷川氏） 

 

今年度は理科及び英語で加

配教員や学力向上推進講師を

活用した教科担任制を行って

おります。来年度はさらに拡充

する計画です。 
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外部評価委員の意見  今後の取組等について  

学習に遅れをとる児童生徒に対してのフォ

ローはどのように行っているのでしょうか。 

配置されている人員を有効に活用することが

必要と考えます。（浜上氏） 

ＴＴ、習熟度別学習、放課後

学習会を実施しております。 

また、町配置の学力向上推進

講師や特別支援員、道配置の退

職教員等外部人材活用事業の

講師による支援を実施してお

ります。今後はＩＣＴを家庭学

習に活用して復習に生かすな

ど、個別最適化した学習を進め

てまいります。 

授業は言うまでもなく教育活動の根幹をな

すものです。これまでに各校の研修部や授業改

善推進チームを中心に様々な取り組みが行わ

れ、英語教育等で着実にその成果が出ているこ

とは高く評価できます。さらに高い目標を設定

し、向上していくことを期待します。（冷川氏） 

 

 

 

 

 

 

放課後学習会や土曜学習会なども実践を続

けていますが、その意義や成果を改めて検証

し、学力向上にどうつなげていくのか幅広い視

点で見直す時期に来ているのではないでしょ

うか。（冷川氏） 

 参加者の声をひろい、成果の

検証を行い、改善につなげてま

いります。 

ＧＩＧＡスクール事業は、今後益々、意義が

高まるでしょうから、より充実した指導方法の

工夫改善を期待します。（冷川氏） 

 

ＩＣＴ教育の推進も望まれる点であります

が、学校において学習の修得状況の把握は必要

であると考えます。（浜上氏） 

小テストや単元テストを実施

することで、理解の状況や学習

内容の定着度の確認をしており

ます。 

学校教育指導主事による状況の把握と指導

助言は重要であると思いますが、どの様にフィ

ードバックを行っているのでしょうか。 

（浜上氏） 

 

 

定例の教頭会研修や学校への

指導主事訪問時に指導助言を行

っております。 
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外部評価委員の意見  今後の取組等について  

道徳は、教育課程全体を通して行われるも 

のではありますが、教科道徳の果たす役割は非

常に大きいと考えています。 

道内、国内では相変わらず「いじめ」による

自殺や不登校などが報道され、心が痛みます。

いじめを生まない、許さない人間関係、集団づ

くりなど日常的に取り組んでいるとは思いま

すが、学年・学級経営の観点からも実践してい

ってほしいと思います。 

また、今日的な社会問題や児童生徒の身近な 

課題を取り上げて柔軟に教育課程を運用する

姿勢を大切にしていってほしいと思います。 

（冷川氏） 

「いじめ撲滅宣言」など、教

育課程全体でいじめ撲滅に取

り組むよう、学校への指導・支

援を続けてまいります。 

児童、生徒、保護者等が相談できる窓口（第

三者による窓口、カウンセラー等）が設置され

ているのでしょうか。相談を希望する者に対

し、設置機関（窓口）が広く周知され、相談を

しやすい体制づくりが必要であると考えます。 

（浜上氏） 

現在、社会教育課内に「子ど

もに関する窓口」を設置してお

りますが、ご指摘のとおり、相

談者が安心して活用できる窓口

となるよう、体制づくりに努め

てまいります。 

薬物乱用防止教育について、各学校において

実施されておりますでしょうか。 

薬物乱用防止教育は、健康教育の一環として 

薬物に対する正しい知識を持つことできる機

会でもあり、継続的に健康教育活動等の推進を

行うことが必要です。 

また、アレルギーに対する薬物での対応もそ

の一つです。関係機関（薬剤師会、学校薬剤師

会、学校保健会など）から協力を得ることも可

能です。（浜上氏） 

薬物防止教室を中学校では全

学年、小学校では高学年で実施

しております。 

薬物に対する正しい知識を得

る貴重な機会でありますので、

継続して健康教育活動の推進を

行ってまいります。 

町内の小中学校では、生徒指導に関わる事

件・事故がほとんどないと聞いています。児童

生徒が落ち着いた学校生活を過ごせるのは、先

生方の日常の指導の成果であり、敬意を表した

いと思います。（冷川氏） 
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外部評価委員の意見  今後の取組等について  

一方で不登校生徒の現状はどうなのでしょ

うか。様々な要因がある中で、対応も難しいと

は思いますが、小中間の情報を共有し、不登校 

ゼロを目指して取り組んでほしいと思います。 

（冷川氏） 

情報共有など一貫校の利点

を活かした取り組みを進める

よう、指導を継続してまいりま

す。 

 

小中連携や合同事業は、時間の調整を始め準

備が大変ではありますが、非常に意義あるもの

と考えています。特に、児童会・生徒会の活動

は小中一貫校では不可欠です。活動交流・意見

交流会、合同ボランティア活動等々、児童生徒

の声を反映しながら、積極的な推進を期待しま

す。 

また、児童生徒の豊かな心を育む読書活動

は、本当に大切なものです。図書室の整備・充

実を図ることはもちろんですが、合同の読書討

論会の開催、中学生による小学校低学年への

「読み聞かせ」などを検討してみたらいかがで

しょうか。（冷川氏） 

西当別中学校の「ビブリオバ

トル（書評合戦）」などの取り

組みを全校に広めるなど、一貫

校らしい取り組みを進めるよ

う指導いたします。 

「体力」は、生きる力の基礎、土台となるも

のでとても重要です。教科体育や部活動を始め

教育課程全般を通して実践されていますが、決

して十分とは言えません。家庭でも実践できる

「体力づくり」についても検討してはどうでし

ょうか。ＣＳも巻き込んで子どもだけでなく、

親も一緒に取り組める方策など具体化できる

と、面白い取組になると思います。（冷川氏） 

「ふれ・スポ・とうべつ」と

の連携も活かしながら、家庭で

の取り組みをサポートしてま

いります。 

体力測定に関しては、2020 年度より日本ス

ポーツ少年団において、運動量のみならず質も

評価する「運動適正テストⅡ」を策定している

ことから、今後は運動の質についても調査する

ことが望ましいと考えます。 

また、測定者及び評価者の研修についても実

施することが必要であると考えます。（浜上氏） 

現在は「全国体力・運動能力、

運動習慣等調査」及び「新体力

テスト」を実施しており、その

結果を活用した指導を行ってい

ます。今後は運動の質について

の調査も検討してまいります。 

また、測定者及び評価者の研

修については、教職員研修会に

おける研修テーマとしての設定

等も検討してまいります。 
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外部評価委員の意見  今後の取組等について  

体力向上プランについては、日本体育大学の

協力を得てはいかがでしょうか。（浜上氏） 

ご指摘を参考に取り組みを検

討してまいります。 
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２ 社会教育分野について 

 

外部評価委員の意見 今後の取組等について 

講座の実施にあたり、サテライト方法を活用

した開講により一回の実施で多数の方の受講

が可能であるため、活用してはいかがでしょう

か。 

また、講師が遠隔地より参加することも可能

です。（浜上氏） 

講座の実施手法については、

より多く受講いただけるように

サテライト等も含めた検討を進

めます。 

タウンミーティングは、小中高大のユニーク 

な連携・交流事業で、今年度は１５０周年関連

で充実した取り組みができたのではないかと

思います。コロナ禍で様々な活動が休止となり

ましたが、町内の他団体と連携し、その教育機

能や人材を活用していくことは必要不可欠で

す。とりわけ、医療大学との連携は重要です。 

町内には、優れた人材がたくさんいると思い

ますので、スポーツ・文化の「人材バンク」を

整備するとともに、有資格者の技術・能力を生

かす場の提供、町民の学習ニーズに応える人材

派遣のシステムの構築も必要です。（冷川氏） 

各関係機関や団体との連携

はもとより、個人で活動されて

いる方の協力も得ながら事業

を展開してまいります。 

学校部活動推進事業に関しては、広く地域住

民にも理解していただく必要があると考えま

す。（浜上氏） 

本事業は地域にとって重要な

課題であるとともに、地域の理 

解を得て進めていく必要がある

ことから、継続した情報発信を 

行いながら事業に取り組んでま

いります。 

学校支援活動については、様々な機会を活用

し、住民に主な結果を報告することが望ましい

と考えます。（浜上氏） 

教育委員会内部、学校関係者

への情報提供に留まっているこ

とから、より広く理解が得られ

るよう、広報、町ホームページ

の活用等により住民周知を図り

ます。 

当別は、歴史ある町ですので町民対象に開講 

している「歴史学習講座」は、意義深い学習機

会の提供になっていると思います。１５０周年

関係で実施したコミセンの写真パネル展も良

かったと思います。（冷川氏） 
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外部評価委員の意見 今後の取組等について 

コロナ禍で「ことぶき大学」の講座がほとん 

ど休止になったのは残念でした。今後も高齢者

の生きがいづくりの一つとして講座を開設し、

異世代交流を推進することは意義があると思

います。（冷川氏） 

活動制限下でも学びが途切

れないよう工夫してまいりま

す。 

「うちどく通信」の発行は有用であると考え

ておりますが、周知の範囲はどこになりますで

しょうか。（浜上氏） 

「うちどく通信」については、

各小中学校の児童生徒、認定こ

ども園の園児全員への配布、図

書館への配置、ＪＲ石狩当別駅

の掲示板への掲示を行っており

ます。 

「ＰＯＰコンテスト」は新たな取り組みとし 
て実施され、予想以上の参加があり、成果があ

ったのではないかと思います。 
今後も、町民の読書活動推進を図るために、

新刊図書を増やしたり、施設設備の充実を図っ

たり、様々な楽しいイベントの開催を期待して

います。（冷川氏） 

町の読書施策推進のため、図

書館機能の有効活用を進めま

す。 

新型コロナの影響で講師派遣はできなかっ 
たようですが、授業への講師派遣は、学校とし

ても先生の負担軽減が図られ、児童生徒にも大

きなメリットがあります。発展的継続を期待し

ます。（冷川氏） 

派遣要請に１００％こたえ

られるよう体制整備に努めて

まいります。 

放課後学習会、土曜学習会は長く開催されて 
きましたが、基礎学力の向上や学習習慣定着と

いう目標に照らし合わせて、評価・検証はなさ

れているのでしょうか。その在り方、内容等も

含めて見直す時期ではないでしょうか。 
（冷川氏） 

（学校教育分野の回答と同じ） 

司書の学校派遣については、具体的な活動内 
容を把握していないので何とも言えませんが、

図書整理だけではなく、児童生徒とともにでき

る活動や指導機会があれば良いと思います。 
（冷川氏） 

学校図書館の環境整備を進

め、今後も積極的な利用率の向

上につなげてまいります。 
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３ 子育て支援・幼児教育分野について 

 

外部評価委員の意見  今後の取組等について  

コロナ禍で休止の時期もあったようですが、 

支援センターの果たす役割は大きいので、各種

関係機関との連携を密にしながら悩みを抱え

る親子のために更なる努力を続けていただき

たいと思います。（冷川氏） 

引き続き利用者の求めるニ

ーズに沿った活動を続けてま

いります。 

子どもプレイハウスの果たす役割は大きい

ものがあると認識しています。学校や関係機関

との連携を密にしながら活動の充実発展を期

待します。喫緊では、今回のコロナ感染防止対

策の充実、長期的視点では、児童の安心、安全

な居場所づくりとして学習・スポーツ指導のプ

ログラム開発や指導方法、内容の工夫改善も大

事かと思います。（冷川氏） 

今後も放課後の安全な居場

所として学習・スポーツ指導、

行事、イベントの充実に努めて

まいります。 

子どもプレイハウスに係わる指導員の確保

は必要であると思います。（浜上氏） 

これまで、広報、ホームペー

ジ、ハローワークへの掲載や人

的ネットワークを活用し、指導

員の確保に努めてきました。４

月からは、人材確保を含め、学 

童保育運営のノウハウを持つ事

業者へ委託し安定的な運営を行

ってきます。 

 児童虐待は、コロナ禍もあって増加傾向を示

しています。大きな社会問題にもなっています

ので、関係機関との連携を密にしながら、早期

発見、早期解決に向けてその任を果たしていた

だきたいと思います。（冷川氏） 

引き続き学校や保健福祉課、

児童相談所などの関係機関と

連携しながら早期発見、早期解

決に努めてまいります。 

ハラスメント等の問題を含め相談者を保護

できる仕組みはどのような体制がありますで

しょうか。（浜上氏） 

 

 児童虐待の通報、相談先とし

て教育委員会子ども未来課のほ

か、児童相談所、警察、保健師

や民生委員などがあります。被

虐待者のほか、通報者や相談者

も守らなければなりませんので

通報者の情報を伏せて、調査、

指導等を行っております。 
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外部評価委員の意見 今後の取組等について 

「子育て短期支援事業」は、意義ある事業だ

と思いますので、今後、様々な機会をとらえて

周知に努め、事業が有効に働くことを期待して

います。（冷川氏） 

 

「保育支援者配置事業」も「加算保育士配置

事業」も現在勤務する保育士の負担軽減という

意味では有益だと思います。それぞれが業務内

容を適切にこなし、園の運営が円滑に行われる

ことを期待します。 
 当別における待機児童の現状は把握してお

りませんが、今後も待機児童ゼロを目指して取

り組んでいただきたいと思います。（冷川氏） 

現時点では、待機児童はおり

ません。認定こども園に対し、

今後も支援を続けてまいりま

す。 
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《資 料 編》 
 





１ 教育委員会委員名簿 

 
（令和３年１１月１日現在） 

氏  名 生年月日 任       期 

教育長 

本 庄 幸 賢 

S28.11.26 １期 

 

１期 

 

２期 

【旧教育長】 

平成 25 年 10 月 1 日から平成 28 年 9 月 30 日 

【新教育長】 

平成 28 年 10 月 1 日から令和 元年 9 月 30 日 

令和 元年 10 月 1 日から令和 4 年 9 月 30 日 

 

教育長職務代理者 

武 岡 和 廣 

S24. 9. 4 １期 

２期 

 

 

 

 

３期 

平成 22 年 10 月 1 日から平成 26 年 9 月 30 日 

平成 26 年 10 月 1 日から平成 30 年 9 月 30 日 

【委員長職務代理者】 

平成 24 年 10 月 1 日から平成 28 年 9 月 30 日 

【教育長職務代理者】 

平成 28 年 10 月 1 日から平成 30 年 9 月 30 日 

平成 30 年 10 月 1 日から令和 4 年 9 月 30 日 

 

委員 

寺 田 郷 子 

S40.10. 6 １期 

２期 

３期 

平成 23 年 12 月 15 日から平成 27 年 12 月 14 日 

平成 28 年 12 月 15 日から令和 元年 12 月 14 日 

令和 元年 12 月 15 日から令和 5 年 12 月 14 日 

 

委員 

小 林 泰 雄 

S47. 1.13 １期 

２期 

３期 

平成 24 年 10 月  1 日から平成 28 年  9 月 30 日 

平成 28 年 10 月  1 日から令和 2 年  9 月 30 日 

令和 2 年 10 月   1 日から令和  6 年 9 月 30 日 

 

委員 

佐々木 成 尉 

S48.6.1 １期 

２期 

平成 29 年 11 月  1 日から令和 3 年 10 月 31 日 

令和 3 年 11 月  1 日から令和 7 年 10 月 31 日 
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（単位：円）

予 算 額
繰 越 事 業 費
繰 越 額 予 算 額

繰越事業費
繰 越 額

３　民生費 ２　児童福祉費 １　児童福祉総務費 19,078,000 0 13,042,228 0 6,035,772 24,845,000 0

３　保育所費 349,996,000 0 349,150,102 0 845,898 348,312,000 0

４　子育て支援センター費 4,180,000 0 3,716,149 0 463,851 3,602,000 0

５　子ども発達支援センター費 20,100,000 0 19,883,495 0 216,505 20,934,000 0

６　子どもプレイハウス費 22,360,000 0 21,726,089 0 633,911 22,229,000 0

415,714,000 0 407,518,063 0 8,195,937 419,922,000 0

415,714,000 0 407,518,063 0 8,195,937 419,922,000 0

９　教育費 １　教育総務費 １　教育委員会費 1,747,000 0 1,700,200 0 46,800 1,747,000 0

２　事務局費 4,544,000 0 4,061,361 0 482,639 4,355,000 0

３　教育振興費 45,493,000 0 41,804,032 0 3,688,968 73,034,000 0

４　スクールバス運営費 65,291,000 0 59,039,438 0 6,251,562 71,249,000 0

５　学校給食費 90,299,000 0 86,318,367 0 3,980,633 133,813,000 0

６　施設費 2,649,663,000 864,005,767 1,785,463,000 194,233 2,388,460,000 0

2,857,037,000 0 1,056,929,165 1,785,463,000 1,800,107,835 2,672,658,000 0

２　小学校費 １　学校管理費 35,379,000 0 33,920,539 0 1,458,461 35,005,000 0

２　教育振興費 34,019,000 0 29,255,396 0 4,763,604 21,351,000 0

３　施設費 5,032,000 0 4,976,615 0 55,385 7,330,000 0

74,430,000 0 68,152,550 0 6,277,450 63,686,000 0

３　中学校費 １　学校管理費 36,031,000 0 33,215,741 0 2,815,259 35,563,000 0

２　教育振興費 21,552,000 0 17,043,263 0 4,508,737 22,327,000 0

３　施設費 17,285,000 0 17,002,732 0 282,268 5,062,000 0

74,868,000 0 67,261,736 0 7,606,264 62,952,000 0

４　社会教育費 １　社会教育総務費 9,526,000 0 6,922,531 0 2,603,469 9,915,000 0

２　社会教育施設費 42,899,000 0 40,813,142 0 2,085,858 39,226,000 0

３　文化財保護費 3,911,000 0 3,872,097 0 38,903 4,049,000 0

４　指導センター費 2,778,000 0 2,619,397 0 158,603 2,883,000 0

５　青少年費 822,000 0 211,678 0 610,322 673,000 0

59,936,000 0 54,438,845 0 5,497,155 56,746,000 0

５　保健体育費 １　保健体育総務費 49,467,000 0 47,061,174 0 2,405,826 48,524,000 0

２　プール運営費 2,588,000 0 1,891,678 0 696,322 1,842,000 0

３　総合体育館費 19,682,000 0 18,775,484 0 906,516 11,737,000 0

71,737,000 0 67,728,336 0 4,008,664 62,103,000 0

3,138,008,000 0 1,314,510,632 1,785,463,000 1,823,497,368 2,918,145,000 0
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